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　　人ロの動き

一4月1日現在一

男5，002（一16
女5，057（一25
計10，059（一41

世帯数2，353（士o

　　（〉前月比較

広

轍
欄

㎎、8．。，』7昭和56年4／10〃α272
　　中魚沼郡川西町大字水ロ沢12番地（魯02576－8－3111）

発行　町長根津正三　編集総務課文書広報係　定価1部5円　印刷白南風社

　灘
藤

灘毅嚢

　　　　　嚢

　難嬢
嚢

螂

薩，・

翻
難

灘

　　藩
　箋
　聾

　酸

鐘
誌

　嚢響鐵

’
灘

R

縣
繍
”

灘
、

．
灘
．

　
　

　
難
　
講羅

饗
蟻
　
灘

懇
黎騒

　懸隷難

鍵
，き鱒欝難i麟i

　鱒轍
灘

所

所（土　市）

院（西　浦）

院（本町西）

療
療
医

医

医
診
診
堂

急
　
　
　
　
田

救
手
沢
誠

日
休
千
水
至
池

の
月
日
日
日
日

4
1
2
1
9
2
6
2
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
町
条
町

　
明
　
　
原

袋
神
中
川

（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（

院
院
院
院

　
医
医
病
医

定予の
旬
口
田
条
島

上月
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富
中
大
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先
月
の
二
十
九
日
は
う
ら
ら
か
な
日

和
の
日
曜
日
で
し
た
．

　
町
内
の
ほ
う
ぼ
う
の
ほ
場
で
は
、
家

族
総
出
で
ま
っ
黒
に
な
り
な
が
ら
、
消

雪
剤
の
散
布
を
し
て
い
ま
し
た
．

　
自
然
消
雪
を
待
て
ば
五
月
の
中
句
く

ら
い
ま
で
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

水
稲
や
葉
た
ば
こ
な
ど
の
植
え
付
け
が

相
当
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
．

　
こ
れ
で
は
た
い
へ
ん
で
す
の
で
、
町

と
農
協
、
そ
れ
に
農
家
の
皆
さ
ん
が
一

体
と
な
り
、
こ
の
消
雪
作
戦
を
展
開
し

ま
し
た
。

　
散
布
さ
れ
た
消
雪
剤
は
約
三
万
袋
、

こ
れ
に
よ
り
一
週
間
か
ら
十
日
く
ら
い

消
雪
が
早
ま
る
と
の
こ
と
で
す
．

　
（
四
月
一
日
現
在
の
川
西
ダ
ム
で
の

残
雪
量
は
二
・
五
四
メ
ー
ト
ル
で
す
）
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新
年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
一

般
会
計
は
二
十
四
億
四
千
万
円
、
特
別

会
計
が
七
億
二
千
百
八
十
二
万
三
千
円
、

合
わ
せ
て
三
十
一
億
六
千
百
八
十
二
万

三
千
円
の
規
模
で
す
。
　
（
水
道
企
業
は

含
め
ま
せ
ん
）

　
「
極
力
入
る
を
計
り
出
ず
る
を
制
し

た
」
緊
縮
型
の
予
算
で
す
が
、
効
率
的

な
運
用
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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将
来
性
に
富
ん
だ

　
　
　
　
町
づ
く
り
を
目
ざ
す

　
自
主
財
源
に
と
ぼ
し
い
末
端
の
自
治
体
は
、
国
県
の
施
政
方
針

や
予
算
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
財
源
の
配
分
を
受
け
入
れ
て
町
づ
く
り
の
責
任
を

果
た
す
た
め
に
は
、
国
県
の
実
情
を
十
分
は
握
す
る
と
と
も
に
、

国
の
予
算
編
成
の
基
本
と
な
る
経
済
運
営
の
計
画
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
経
済
の
動
向
を
常
に
注
目
し
、
社
会
的
な
変
ぼ

う
や
国
県
の
施
策
に
対
応
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
の
国
勢
調
査
で
一
万
人
の
人
口
を
割
っ
た
川
西
町
は
、
あ

ら
ゆ
る
行
財
政
の
面
で
大
き
な
反
省
を
迫
ら
れ
る
機
会
に
直
面
し

ま
し
た
。
町
政
の
総
合
的
最
重
点
施
策
は
過
疎
対
策
で
す
。
過
疎

現
象
を
食
い
止
め
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
豊
か
で
住
み
よ
い
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
が
至
上
命
令
で
す
。
そ
の
た
め
町
民
一
丸
と
な
っ
て
創

意
く
ふ
う
し
た
町
づ
く
り
を
志
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
恒
久
的
に

利
益
を
及
ぼ
す
仕
事
は
、
次
の
世
代
へ
負
債
を
引
き
継
い
で
も
当

面
の
整
備
充
実
を
先
決
と
し
、
後
進
性
の
脱
却
に
努
め
る
と
と
も

に
、
計
画
性
の
あ
る
行
政
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
実
は
人

総出歳

費育教

3億76，214千円

24億40，000千円

グラフの見方

国県の助成がない事業

や起債の認められない

事業などに使います。

国県支出金、地方債、

その他で使途が決めら

れているものです。

一般財源

ii爆…：1

（15，4％）費務総

3億43，613千円
費生民

費会議
47，240千円

　　（1．9％）

（14，1％）2億85，127千円

（11，7％）

衛生費

1億51，385

　　千円

（62％）

費責イ公

3億05，679千円

　　　　（12，5％）

，災害＿

i蟹窺、，
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一
人
当
た
り
の
歳
入
は

　
総
額
二
十
四
億
四
千
万
円
の
歳
入
を
、

町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
次

の
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

分担金
及び負担金

　　5，412円

“鯉

町債
19，883円
　（8，2％）

　　　　　その他
ぐ3・7％）9，011円

地方交付税
　　　　104，734円

　　　　　　（43，4％）

［1人当たり

の歳入
241，489千円

繰入金
4，355円

（L8％）

国県支出金
56，446円

（23．4％）　∠

盟5糊1

人
の
流
出
に
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
年
は
川
西
町
合
併
二
十
五
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
自
然
的
悪

条
件
に
対
す
る
国
の
恩
恵
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、
将
来
性
に
富

ん
だ
町
づ
く
り
に
よ
り
、
早
々
人
口
一
万
人
に
た
ど
り
つ
き
、
総

合
開
発
計
画
が
示
す
一
万
二
千
人
の
定
着
定
住
人
口
を
目
標
に
、

町
民
一
丸
と
な
っ
て
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
決
意
を
さ
ら
に
新
た

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
予
算
案
は
、
国
の
経
済
運
営
の
基
本
方
針

お
よ
び
地
方
財
政
計
画
等
の
大
わ
く
に
従
い
、
国
県
の
予
算
編
成

方
針
を
ふ
ま
え
、
な
お
総
合
開
発
計
画
の
展
望
の
上
に
立
っ
て
「

極
力
入
る
を
計
り
出
ず
る
を
制
し
た
」
緊
縮
型
に
な
り
ま
し
た
。

「
節
約
型
」
と
は
い
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
必
ず
し
も
「
健

全
型
」
と
は
い
え
な
い
も
の
で
、
財
政
の
推
移
を
見
な
が
ら
執
行

に
は
十
分
の
配
慮
を
要
す
る
も
の
で
す
。

地方譲与「

税4，058円

　　　（L7％）

　町税の内訳

町　民　税12．866円

固定資産税20．100円

軽自動車税　　725円

たばこ消費税　2．237円

電気税1，655円
そ　の　他　　7円

農林水産業費

4億90，014千円

　　（20，1％）

582千円（一％

19，266千円（o，8％）

労働費

商工賛
18，650千円（o，8％）諸支出金

10，∞0干円（o，4％）予備費

費木土

2億53，544千円

（10，4％）消防費

94，016千円

（3，9％）
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総務費

今年は合併25周年
　
今
年
は
合
併
二
十
五
周
年
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
一
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

つ
の
節
目
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
町
政
の
発
展
を
推
進
し
た
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

い
と
い
う
こ
と
で
、
記
念
事
業
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
町
勢
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

要
覧
の
発
行
も
そ
の
一
つ
で
す
。
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町
議
会
議
員
選
挙
が
八
月
に
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

が
七
月
に
執
行
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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交
通
安
全
対
策
費
は
若
干
の
増
額
で
す
が
、
　
「
交
通
安
全
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

協
会
等
」
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
と
相
マ
ッ
チ
し
た
対
策
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
願
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
徴
税
費
は
三
千
九
百
十
万
円
の
予
算
で
す
が
、
こ
れ
で
三

億
七
千
九
百
万
円
の
賦
課
徴
収
を
い
た
し
ま
す
。

町
史
編
さ
ん
は
二
年
目
に
入
り
、
調
査
専
門
委
員
の
委
嘱

に
よ
り
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
調
査
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
　
…

民生費
なかまの家建 　

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
に
四
百
五
十
万
円
。
一
人
暮
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

年
離
絵
慕
懸
難
蓮
蕩
讐

の
を
い
た
だ
き
継
続
さ
れ
ま
す
・
冬
期
間
の
除
雪
等
の
援
護
事
…

設
業
や
、
そ
の
ほ
か
各
種
福
祉
団
体
の
育
成
な
ど
も
行
い
ま
す
・
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
来
年
の
三
月
に
は
社
会
福
祉
法
人
「
あ
か
ね
会
」
な
か
ま

の
家
が
認
可
施
設
と
し
て
発
足
し
ま
す
。

　
施
設
は
雪
消
え
と
と
も
に
建
設
が
始
め
ら
れ
ま
す
が
、
約

二
億
五
千
万
円
の
計
画
で
す
。
町
の
助
成
分
は
事
業
費
も
含

め
八
百
六
十
六
万
一
千
円
で
す
。
来
年
二
月
末
に
竣
工
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
の
指
導
に
よ
り
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
結
成

さ
れ
ま
す
。
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〇

更
づ

蛋
康
鷹
つ
－
り
思
想
の
普
及
に
も
力
を
入
れ
た
い
妻
て

斎
健
い
ま
す
．

一

　
　
　
前
年
対
比
二
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
大
き
く
伸
び

画
て
い
ま
す
が
、
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
が
千
九
百
万
円

計
衛
生
施
設
組
合
へ
の
負
担
金
が
七
百
二
＋
万
円
ほ
ど
増
え

を
た
の
が
大
き
な
要
因
で
す
．

ム
本
　
脳
卒
中
．
ガ
ン
．
心
臓
病
で
死
亡
す
る
人
が
六
〇
パ
ー

大
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
現
状
で
す
の
で
、
肩
の
予
防
事

り
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
年
度
は
特
に
四
＋
歳
か
ら
五

く
十
歳
の
人
を
対
象
と
し
た
ガ
ン
検
診
の
推
進
を
図
っ
て
い

　
　
ま
す
。

　
　
　
全
町
民
を
対
象
と
し
た
健
康
づ
く
り
大
会
を
開
催
し
、
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農
林
水
産
・
商
工
費

転
作
は
有
利
な
方
法
で

し
雛
羅
暴
橘
＆
前
年
の
教
育
費
を
㎜

　
水
田
利
用
再
編
対
策
は
、
前
年
対
比
四
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
増
…

の
百
二
十
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
配
分
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
の
消
化
に
は
全
町
挙
げ
て
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
面
積
か
ら
失
わ
れ
る
農
業
所
得
は
約
二
億
円
と
い
う
…

大
き
な
金
額
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
の
よ
う
に
一
時
し
の
ぎ
㎜

の
転
作
で
な
く
、
集
団
化
、
定
着
化
を
行
い
農
業
経
営
の
プ

ラ
ス
に
な
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

　
農
政
関
係
で
は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
健
全
な

発
展
を
図
る
た
め
、
地
域
の
実
態
に
即
し
た
構
造
改
善
の
推

進
と
農
業
生
産
体
制
の
整
備
拡
充
を
基
本
目
標
に
「
農
村
地

域
農
政
総
合
推
進
事
業
」
や
「
新
農
業
構
造
改
善
事
業
」
な
　
『

ど
国
の
補
助
事
業
を
軸
と
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
商
工
振
興
対
策
は
、
体
質
の
改
善
や
地
域
振
興
な
ど
の
指
・

導
育
成
に
努
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
商
工
会
に
二
百
五
十
万

円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
町
行
造
林
は
、
新
植
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
過
去
六
年
間
に

植
栽
さ
れ
た
二
百
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
保
育
管
理
を
実
施
し

ま
す
。

　
モ
デ
ル
事
業
の
五
十
六
年
度
の
計
画
は
、
継
続
事
業
の
完

了
予
定
が
道
路
四
路
線
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
で
は
、
一
部
供

用
開
始
す
る
と
と
も
に
補
給
水
源
の
使
用
も
考
え
て
い
ま
す
。

上
野
地
区
下
水
道
処
理
施
設
の
処
理
場
敷
地
の
買
収
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
土
木
費

道
路
除
雪
に
四
千
三
百
万
円

　
道
路
台
帳
の
整
備
を
前
年
度
に
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
舗
装
道
路
補
修
工
事
は
伊
友
ほ
か
三
か
所
の
予
定
で
す
。

　
道
路
新
設
改
良
は
町
道
東
善
寺
籠
堤
線
ほ
か
十
路
線
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

国
庫
補
助
事
業
と
し
て
田
中
藤
沢
線
の
舗
装
、
消
雪
施
設

工
事
は
町
道
中
屋
敷
長
福
寺
線
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
除
雪
費
は
通
常
経
費
と
し
て
四
千
三
百
五
十
七
万
三

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
教
育
費

民
俗
資
料
館
を
建
設

　
構
成
比
は
農
林
水
産
業
費
に
つ
い
で
大
き
く
一
五
・
四
パ

ー
セ
ン
ト
で
す
。

　
千
手
小
学
校
の
建
設
が
終
わ
り
、
伸
び
率
は
前
年
度
の
マ

イ
ナ
ス
一
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
千
手
小
の
前
庭
の
整
備
、
上
野
小
の
放
送
室
の
改
修
、
橘

小
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
整
備
な
ど
が
主
な
事
業
で
す
。

　
歴
史
民
俗
資
料
館
を
建
設
し
、
年
度
内
に
運
営
を
開
始
し

ま
す
。

　
災
害
復
旧
費

融
雪
災
害
が
心
配

　
災
害
復
旧
費
は
大
幅
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

六
・
二
六
災
害
を
始
め
、
農
地
、
農
業
用
施
設
、
公
共
土
木

施
設
と
も
に
五
十
四
年
災
ま
で
は
前
年
度
で
全
部
終
了
し
、

計
画
さ
れ
て
い
る
の
は
五
十
五
年
災
一
二
十
件
ほ
ど
の
た
め
で

す
。

　
今
年
の
異
常
豪
雪
に
よ
る
融
雪
災
害
な
ど
が
心
配
の
種
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
債
費

　
三
億
円
の
大
台
に
の
る

　
三
億
円
の
大
台
に
の
り
ま
し
た
。
起
債
依
存
度
を
警
戒
し

た
予
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
起
債
に
頼
ら
な
け
れ
ば
事
業
の

受
け
入
れ
は
不
可
能
で
す
。

　
起
債
事
業
の
選
択
に
は
意
を
用
い
、
過
疎
、
辺
地
、
災
害

債
な
ど
元
利
償
還
を
交
付
税
で
補
て
ん
す
る
起
債
は
の
が
さ

な
い
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

ごあいさっ

竹内道雄

　
川
西
町
史
の
調
査

専
門
委
員
会
会
長
と

い
う
た
い
へ
ん
責
任

の
重
い
役
を
仰
せ
つ

か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
昨
年
の
秋
、
丸
山
教
育
長
・
金
子
室

長
・
小
海
係
長
の
来
訪
を
受
け
、
町
史

の
史
料
調
査
、
編
集
等
を
依
頼
さ
れ
た

の
で
す
が
、
こ
う
し
た
分
野
の
歴
史
研

究
の
経
験
の
未
熟
と
最
近
と
み
に
激
し

く
な
っ
た
公
・
私
・
寺
務
の
繁
忙
さ
、

そ
れ
に
伴
う
体
力
の
限
界
感
を
考
え
て

ご
辞
退
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
だ
ん
だ
ん
と
話
を
聞
い
て

い
る
う
ち
に
、
私
の
専
攻
分
野
が
日
本

仏
教
思
想
史
・
日
本
禅
宗
史
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
て
も
「
歴
史
」
研
究
を
専
攻

し
て
い
る
責
は
免
れ
ず
、
従
っ
て
、
地

方
史
・
郷
土
史
の
開
発
、
編
さ
ん
に
協

力
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
余
り
に
手

前
勝
手
な
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
私
が
仲

間
に
入
ら
な
け
れ
ば
実
力
あ
る
地
元
の

地
方
史
研
究
者
の
私
の
友
人
も
な
か
な

か
協
力
に
踏
み
切
っ
て
く
れ
な
い
、
と

い
う
衷
情
を
打
ち
明
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
と
全
町
あ
げ

て
の
町
史
の
編
さ
ん
も
た
い
へ
ん
難
航

す
る
こ
と
に
な
り
、
私
が
辞
退
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
ご
迷

惑
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
、
逆
に
私
が
こ

の
役
を
引
き
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
町

史
の
編
さ
ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
承
諾
せ
ざ

る
を
え
ま
い
、
し
か
も
旧
知
の
学
友
で

あ
る
丸
山
教
育
長
自
ら
出
向
い
て
の
ご

依
頼
と
あ
れ
ば
微
力
を
尽
し
て
み
る
の

が
友
情
で
あ
り
、
人
の
道
と
い
う
も
の

で
あ
ろ
う
、
と
こ
ん
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
て
、
自
己
の
無
力
と
体
力
の
限
界

を
意
識
し
な
が
ら
も
調
査
専
門
委
員
会

会
長
と
い
う
大
役
を
お
引
き
受
け
し
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
幸
い
根
津
町
長
が
町
史
編
さ
ん
委
員

長
と
し
て
陣
頭
指
揮
さ
れ
、
そ
の
許
に

役
場
の
三
役
、
教
育
長
を
始
め
、
地
元

教
育
界
の
重
鎮
、
各
部
落
・
地
区
の
文

化
財
調
査
審
議
ム
桑
女
員
等
郷
土
史
研
究

者
の
最
高
ス
タ
ッ
フ
が
編
さ
ん
委
員
の

メ
ン
バ
ー
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
ま
た

調
査
専
門
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
副
会

長
を
始
め
各
委
員
が
実
績
の
あ
る
郷
土

史
各
分
野
の
第
一
線
の
権
威
者
で
あ
り
、

安
心
し
て
仕
事
を
お
任
せ
で
き
る
方
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺
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七
億
二
一
八
二
三
干
円

保
険
料
郡
市
内
で
は
最
低

　
　
国
民
健
康
保
険
　
四
億
二
四
、
二
七
．
二
千
円

　
国
保
運
営
は
割
合
に
医
療
費
の
伸
び
が
少
な
く
順
調
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
給
付
状
況
は
五
士
二
年
二
月
以
降
医
療
費
の
改

定
が
な
く
、
前
年
対
比
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
見
ら
れ
ま
す
。

　
給
付
財
源
の
も
と
と
な
る
保
険
料
は
、
前
年
度
と
同
額
と

し
ま
し
た
が
、
こ
の
保
険
料
は
一
世
帯
当
た
り
に
す
る
と
九

万
五
千
九
百
五
十
八
円
、
被
保
険
者
一
人
当
た
り
で
は
二
万

七
千
五
百
二
十
七
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
額
は
郡
市
内
で
は

最
低
の
負
担
額
で
す
。

医
薬
品
が
相
当
の
ウ
エ
ー
ト

　
　
国
保
診
療
所
　
　
　
七
八
、
五
六
〇
千
円

　
診
療
収
入
を
前
年
度
よ
り
一
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
三

千
七
百
二
＋
七
万
円
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
歳
出
は
診
療
収
入
に
見
合
フ
医
療
費
と
し
て
五
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
増
の
三
千
七
百
八
十
五
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
診
療
報
酬
に
は
医
薬
品
が
相
当
含
ま
れ
て
お
り
、
診
療
収

入
に
占
め
る
割
合
は
四
〇
か
ら
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
で

す
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
更
新

　
　
仙
田
へ
き
地
出
張
診
療
所
　
二
一
、
七
七
三
千
円

　
前
年
対
比
二
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
幅
な
増
と
な
り
ま

し
た
が
、
理
由
と
し
て
は
、
へ
き
地
医
療
対
策
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
る
患
者
輸
送
の
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
更
新
が

あ
る
た
め
で
す
。

前
年
対
比
九
四
％
の
伸
び

　
歯
科
診
療
所
　
　
　
六
一
、
〇
四
六
千
円

　
歯
科
診
療
所
は
、
昨
年
十
月
か
ら
常
勤
医
師
に
よ
る
順
調

な
診
療
業
務
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
年
度
は
な
お
一
層
の

診
療
の
充
実
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
予
算
は
前
年
度
の
十
月
以
降
三
か
月
間
の
診
療
実
績
に
基

づ
き
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
前
年
対
比
九
四
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
と
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
は
た
い
へ
ん

な
も
の
で
す
が
、
確
保
の
見
通
し
は
十
分
あ
り
ま
す
。

「
大
豆
共
済
」
積
極
的
に

　
農
業
共
済
事
業
　
　
八
七
、
七
六
一
千
円

　
水
田
再
編
対
策
事
業
に
み
ら
れ
る
厳
し
い
農
業
情
勢
と
、

相
次
ぐ
異
常
気
象
に
対
応
す
る
た
め
、
五
十
五
年
度
は
他
市

町
村
に
先
が
け
て
、
水
稲
の
全
相
殺
農
単
方
式
と
大
豆
共
済

を
実
施
し
ま
し
た
。
初
年
度
は
こ
れ
と
い
っ
た
支
障
も
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
制
度
の
機
能
を
発
輝
し
、
農
家
の
再
生
産
確
保
に

貢
献
し
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
予
算
総
額
は
前
年
度
よ
り
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
転
作
に
よ
る
水
稲
の
作
付
け
減
に
よ
る
引
き
受
け
面
積
の

減
少
を
見
込
ん
だ
た
め
で
す
。

　
畑
作
（
大
豆
）
共
済
で
は
、
転
作
を
加
味
し
て
前
年
度
よ

り
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
多
い
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

水
道
普
及
率
．
県
“
を
上
回
る

　
簡
易
水
道
事
業
　
　
四
八
、
四
一
〇
千
円

　
四
十
四
年
度
、
千
手
地
区
を
手
始
め
に
開
始
さ
れ
た
簡
易

水
道
の
布
設
も
、
五
十
五
年
度
の
白
倉
地
区
の
完
了
で
町
内

九
か
所
（
上
水
道
二
か
所
、
簡
水
七
か
所
）
に
な
り
ま
し
た
。

　
水
道
普
及
率
も
九
千
二
百
四
十
九
人
、
九
一
・
六
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
り
、
県
の
水
準
を
若
干
上
回
り
ま
し
た
。

　
五
十
六
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
建
設
し
た
簡
水
施
設
を
見
直

す
年
と
し
、
四
十
六
年
度
に
実
施
し
た
中
仙
田
簡
水
の
調
査

を
行
い
ま
す
。

　
独
立
採
算
で
簡
水
経
営
を
実
施
す
る
に
は
、
水
道
使
用
料

金
を
今
の
二
・
六
倍
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
・
六

倍
に
は
で
き
な
い
が
、
料
金
引
き
上
げ
の
必
要
性
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。

随ば
か
り
で
あ
り
ま
す
の
で
、
私
の
力
量

不
足
を
補
っ
て
余
り
あ
る
と
存
ぜ
ら
れ

ま
す
。
必
ず
や
後
世
に
残
る
り
っ
ぱ
な

町
史
が
編
さ
ん
で
き
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る
と
と
も
に
、
か
く
な
る
上
は
微
力

を
尽
し
て
ご
協
力
い
た
し
た
い
と
念
願

し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
今
は
地
方
史
編
さ
ん
の
花
ざ
か
り

で
、
中
央
の
有
名
学
者
が
編
集
や
専
門

の
委
員
等
に
名
を
連
ね
て
い
る
の
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
が
、
地
方
史
の
編
さ
ん

は
本
来
そ
の
地
方
の
人
び
と
が
郷
土
愛

を
土
台
に
し
て
自
ら
の
手
で
行
っ
て
こ

そ
始
め
て
意
味
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
点
川
西
町
史
は
地
方
史

編
さ
ん
本
来
の
道
か
ら
出
発
し
て
い
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
川
西
町
史
の
編
さ
ん
は
妻
有
地
方
史

の
解
明
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
全
体

史
の
解
明
に
も
連
な
る
も
の
で
あ
る
と

の
内
心
の
自
覚
の
も
と
に
こ
の
仕
事
に

従
い
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
町

史
編
さ
ん
の
本
来
の
目
的
は
改
め
て
い

う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
事
業
を
通
じ
て

町
民
の
よ
り
よ
い
和
合
と
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
編

さ
ん
事
業
に
従
う
も
の
は
こ
の
点
常
に

留
意
し
て
事
に
当
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
存
じ
ま
す
。

　
歴
史
編
さ
ん
の
仕
事
は
後
世
に
残
る

栄
誉
を
担
っ
て
い
る
だ
け
に
、
地
味
な

努
力
と
忍
耐
が
常
に
要
望
さ
れ
ま
す
。

お
互
い
に
協
力
し
励
ま
し
あ
い
、
一
面

ま
た
楽
し
く
勉
強
し
な
が
ら
、
こ
の
町

史
編
さ
ん
の
大
事
業
を
無
事
円
成
さ
せ

た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
各
位
の
心
か
ら
な
る
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。　

　
竹
内
会
長
の
略
歴

　
東
京
大
学
文
学
部
国
史
学
科
、
大
学

院
卒
。
都
立
高
校
で
教
べ
ん
を
と
ら
れ

た
の
ち
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
国
立
長

岡
工
業
古
同
等
専
門
学
校
教
授
と
し
て
現

在
に
至
る
。
十
日
町
市
四
日
町
の
神
宮

寺
住
職
。
主
な
著
書
と
し
て
、
道
元
、

曹
洞
宗
教
団
史
、
日
本
の
禅
な
ど
が
あ

る
。

　
趣
味
は
漢
詩
、
剣
道
二
段
、
現
在
十

日
町
市
文
化
財
調
査
審
議
委
員
、
妻
有

の
文
化
遺
産
を
守
る
会
会
長
な
ど
に
従

事
さ
れ
て
い
る
。

圃
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

山
岸
真
治
（
霜
条
）
、
藤
本
秀
雄
（
伊

友
）
、
新
潟
大
学
法
文
学
部
教
授
赤
沢

計
真
、
小
幡
正
（
木
落
）
、
高
橋
久
蔵

（
三
領
）
、
小
川
充
（
岩
瀬
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
魚
沼
郡
仙
田
村
御
検
地
水
帳
（
一
六

八
三
年
）
・
酒
井
家
（
山
谷
）
所
蔵
文

書
目
録
・
乍
恐
以
書
付
奉
甲
上
候
－

上
新
田
村
と
木
落
村
境
界
地
出
入
の
こ

と
ー
（
一
八
六
五
年
）
・
乍
恐
以
書
付

奉
願
上
候
ー
川
除
普
請
の
願
い
ー
（
一

七
四
〇
年
）
・
御
水
帳
請
返
一
件
（
一

八
三
八
年
）

　
以
上
総
数
八
三
四
件
（
三
月
末
日
）



”1”””広報かわにし／昭和56年　4月10日発行（第三種郵便物認可〉”1”””1”1”””1””””””’llII”ll”””1”1”””””1”1”III”1”1””III”1””””””1””1””””【6】ll”””lll”

蓬毒o穫墾募難鞭蓼臨1購難縮崖鍵偲
賠　誉　　薯羅嚢齢駐お　ここでは・その要点について取り上げて
で　　つ　　　　えが大　用確ろ　◎り　よ　　みます。

　　　　　　　　　　、

あ
る
。
今
ま
で
は
十
日
町
市
の
ベ
ッ
ト

タ
ウ
ン
的
で
あ
っ
た
。
町
の
人
は
町
へ

滞
ま
っ
て
ほ
し
い
。
都
会
の
人
と
の
交

流
も
考
え
、
人
口
の
増
加
を
図
り
た
い
。

②
老
朽
化
し
た
井
戸
も
あ
る
の
で
点
検

を
し
た
い
。
流
雪
溝
は
十
日
町
市
や
小

千
谷
市
で
は
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
水
を
導
入
し
、
消
雪
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

⇔
田
中
与
三
郎
議
員

①
留
保
財
源
と
今
後
の
見
通
し
。

②
行
政
改
革
問
題
と
あ
か
ね
会
と
の
人

事
交
流
に
つ
い
て
。

③
河
川
愛
護
会
を
全
町
の
組
織
に
し
て

ほ
し
い
。

◇
根
津
町
長

①
余
裕
の
な
い
予
算
で
あ
る
と
い
え
る
。

②
職
員
定
数
を
減
ら
し
て
少
数
精
鋭
主

義
で
や
っ
て
い
く
。
あ
か
ね
会
の
職
員

に
も
回
っ
て
も
ら
う
よ
う
考
え
て
い
る
。

③
下
流
末
端
の
人
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
の

面
で
被
害
を
受
け
て
い
る
。
全
町
を
合

わ
せ
た
河
川
愛
護
会
に
も
っ
て
い
く
よ

う
努
力
す
る
。

⇔
若
山
三
郎
議
員

①
町
と
農
協
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
。

②
消
雪
促
進
対
策
は
ど
う
す
る
か
。

◇
根
津
町
長

①
地
域
の
農
業
振
興
や
農
家
経
済
発
展

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
通
り
表
裏
一
体
と

な
っ
て
や
っ
て
い
く
。

②
消
雪
剤
や
機
械
除
雪
な
ど
で
ほ
場
の
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消
雪
を
早
め
て
ほ
し
い
。
国
、
県
に
は

実
状
を
訴
え
、
助
成
を
多
く
し
て
も
ら

い
農
家
の
負
担
を
軽
く
し
て
い
き
た
い
。

◇
戸
田
哲
次
議
員

①
東
京
電
力
送
電
線
の
建
設
に
関
す
る

町
道
と
林
道
の
問
題
。

②
民
俗
資
料
館
を
造
る
よ
り
中
学
校
の

改
築
を
優
先
す
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

◇
根
津
町
長

①
林
道
、
作
業
道
は
舗
装
を
し
て
使
用

す
る
よ
う
、
ま
た
、
壊
れ
た
場
合
は
完

全
に
復
旧
す
る
よ
う
強
い
姿
勢
で
望
む
。

②
民
俗
資
料
館
は
こ
の
時
期
を
逃
す
と

い
つ
建
て
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
中

学
校
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
が
多
く
、

補
助
対
象
に
し
て
も
ら
う
に
は
容
易
で

な
い
。
一
年
が
か
り
で
じ
っ
く
り
検
討

し
た
い
。

⇔
小
林
正
人
議
員

①
部
制
を
敷
く
こ
と
を
考
え
て
い
な
い

か
。

②
機
構
改
革
と
職
員
定
数
の
削
減
計
画

に
つ
い
て
。

◇
根
津
町
長

①
環
境
整
備
課
と
い
う
の
は
県
下
で
は

川
西
だ
け
だ
っ
た
。
産
業
課
は
六
係
と

大
き
く
な
っ
た
が
、
部
制
は
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

②
川
西
町
は
保
育
園
を
始
め
、
い
ろ
い

ろ
の
施
設
が
あ
る
た
め
職
員
が
多
い
。

今
回
職
員
を
削
減
し
た
が
、
県
の
基
準

よ
り
ま
だ
多
い
よ
う
で
あ
る
。
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◇
田
中
　
茂
議
員

①
長
岡
小
国
松
代
線
の
国
道
昇
格
は
ど

ん
な
状
況
か
。

②
冬
期
集
落
保
安
要
員
の
増
員
（
小
脇

部
落
）
は
で
き
な
い
か
。

◇
根
津
町
長

①
五
十
七
年
の
四
月
に
国
道
に
昇
格
す

る
の
は
確
実
と
思
っ
て
い
る
。
情
報
も

得
て
い
る
。

②
保
安
要
員
は
た
い
へ
ん
な
仕
事
だ
と

感
じ
て
い
る
が
、
三
人
に
増
員
す
る
の

は
無
理
の
よ
う
だ
。
町
と
し
て
は
特
別

の
措
置
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

⇔
桑
原
要
雄
議
員

①
留
保
財
源
の
見
通
し
と
、
町
税
が
前

年
実
績
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
大
丈
夫

か
。②

融
雪
対
策
は
ど
う
い
う
具
合
か
。

③
町
道
除
雪
で
耕
地
に
排
雪
し
た
が
、

そ
の
処
理
方
法
は
。

◇
根
津
町
長

①
町
税
の
根
拠
は
し
っ
か
り
し
て
い
る

の
で
確
保
で
き
る
。
留
保
財
源
は
少
な

く
、
組
み
替
え
で
対
処
す
る
し
か
な
い

と
思
わ
れ
る
。

②
公
平
な
財
源
の
配
分
で
処
理
願
う
。

③
豪
雪
に
よ
る
痛
手
を
で
き
る
だ
け
少

な
く
す
る
よ
う
対
策
を
考
え
て
い
る
。

◇
丸
山
久
一
郎
議
員

①
ほ
場
整
備
事
業
補
助
金
（
土
地
改
良

区
助
成
）
減
額
に
つ
い
て
の
考
え
。

②
消
雪
対
策
の
取
り
組
み
方
を
早
急
に

決
め
て
ほ
し
い
。
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各地の残雪量

月日 分遣所 白倉小 川西ダム 高倉小

3．1 375 436 409 415

3．10 340 425 380 395

3．20 297 358 324 350

3．31 222 282 256 285

◇
根
津
町
長

①
補
助
金
を
五
百
万
円
に
半
減
し
た
が
、

今
回
は
こ
れ
で
な
ん
と
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

②
雪
消
し
は
い
ろ
い
ろ
の
方
法
で
行
わ

れ
る
と
思
う
が
、
他
の
地
域
に
劣
ら
な

い
よ
う
な
対
策
に
よ
り
、
万
全
を
期
し

て
ほ
し
い
。

⇔
保
坂
次
夫
議
員

①
千
手
川
、
木
島
川
の
流
末
の
整
備
と

放
水
路
の
橋
の
補
修
に
つ
い
て
。

②
消
雪
対
策
で
補
助
対
象
と
な
る
部
分

は
ど
ん
な
も
の
か
、
細
部
に
わ
た
り
明

確
な
指
示
を
願
い
た
い
。

◇
根
津
町
長

①
水
路
橋
の
所
管
は
県
で
あ
る
。
強
く

要
望
し
て
い
く
。
雪
が
消
え
た
ら
土
木

の
方
か
ら
現
地
を
見
て
も
ら
う
。

②
補
助
の
額
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
り
、

交
付
の
時
期
が
遅
れ
て
い
る
の
が
実
情

だ
。
改
善
を
要
望
し
て
い
く
。
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》
議
会
風
景

⇔
戸
田
専
治
議
員

①
歳
入
は
確
保
で
き
る
の
か
（
個
人
住

民
税
な
ど
の
伸
び
率
が
大
き
い
）
。

②
歴
史
民
俗
資
料
館
と
田
戸
部
落
の
対

策
は
。

③
室
島
の
バ
ス
運
行
と
地
元
負
担
に
つ

い
て
。

◇
根
津
町
長

①
細
か
く
計
算
し
た
結
果
で
あ
る
。

②
伊
友
に
全
部
移
す
の
で
は
な
く
、
田

戸
の
資
料
館
に
も
民
具
な
ど
は
置
く
。

モ
デ
ル
事
業
で
公
園
を
造
り
た
い
。

③
今
後
の
こ
と
も
あ
る
の
で
十
分
考
え

て
い
く
。
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⇔
滋
野
一
郎
議
員
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

①
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
の
国
道
昇
格
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

と
改
良
の
促
進
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

②
歯
科
診
療
所
の
診
療
収
入
の
見
積
り
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
過
大
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

◇
根
津
町
長
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

①
二
七
号
線
と
信
濃
川
を
は
さ
ん
で
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

並
行
し
て
い
る
た
め
促
進
が
難
し
い
と
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

い
う
こ
と
で
、
昇
格
の
見
込
み
が
な
い
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
で
は
な
い
。
国
道
並
み
の
道
路
改
良
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

を
す
る
よ
う
に
県
に
要
請
し
て
い
る
。
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
増
を
見
込
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ん
で
い
る
が
、
先
生
と
も
相
談
し
て
決
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

め
た
も
の
で
可
能
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
…
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一

◇
水
品
正
一
郎
議
員

①
水
田
利
用
再
編
第
二
期
対
策
の
奨
励

補
助
金
の
合
理
的
な
配
分
は
な
い
か
。

②
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
委
託
料
の

見
直
し
を
考
え
る
時
期
で
は
。

◇
根
津
町
長

①
国
の
奨
励
金
制
度
の
不
都
合
の
と
こ

ろ
を
町
の
予
算
で
補
う
よ
う
措
置
し
た
。

②
バ
ス
通
学
の
是
非
は
い
ろ
い
ろ
論
議

さ
れ
て
い
る
。
検
討
を
重
ね
子
供
の
た

め
の
真
の
教
育
と
な
る
よ
う
な
方
法
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

◇
小
川
東
平
議
員

①
集
落
組
織
の
再
編
成
の
考
え
は
。

②
部
落
の
経
常
経
費
の
格
差
が
大
き
い

が
、
統
一
す
る
よ
う
指
導
で
き
な
い
か
。

◇
根
津
町
長

①
集
落
は
、
自
主
性
自
律
性
を
重
ん
じ

る
自
治
体
の
基
礎
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
部
落
ご
と
の
特
徴
や
誇
り
を
持
っ

て
い
る
の
で
、
自
主
的
な
話
に
よ
り
検

討
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

②
地
域
に
よ
る
格
差
が
あ
ま
り
生
じ
な

い
こ
と
が
好
ま
し
い
が
、
町
と
し
て
は

立
ち
入
れ
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

⇔
小
川
清
次
議
員

①
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
が
多
い
。
水

道
料
金
の
値
上
げ
の
計
画
は
な
い
か
。

②
中
学
校
改
築
の
今
後
の
見
通
し
は
。

③
職
員
の
服
務
の
厳
正
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
考
え
か
。

◇
根
津
町
長

①
簡
易
水
道
は
、
起
債
の
償
還
を
繰
出

金
で
ま
か
な
わ
な
い
と
運
営
で
き
な
い
。

②
来
年
度
は
実
現
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

③
姿
勢
を
正
し
て
勤
務
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
く
。

⇔
高
橋
弥
太
郎
議
員

①
広
報
無
線
施
設
の
災
害
復
旧
は
。

②
室
島
十
日
町
線
の
道
路
拡
幅
の
実
現

の
た
め
努
力
願
い
た
い
。

③
一
日
役
場
の
再
開
の
考
え
は
な
い
か
。

◇
根
津
町
長

①
役
場
内
施
設
は
処
置
し
て
あ
る
。
雪

が
消
え
な
い
と
被
害
の
実
態
は
つ
か
め

な
い
。
雪
消
え
と
と
も
に
復
旧
す
る
。

②
道
路
改
良
を
し
て
も
ら
う
た
め
の
調

査
費
を
願
っ
て
い
る
。
将
来
の
こ
と
を

考
え
た
調
査
と
な
る
よ
う
望
ん
で
い
る
。

③
行
政
は
、
住
民
の
声
を
聞
か
せ
て
も

ら
い
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
日

役
場
も
計
画
し
て
み
た
い
。

　
第
四
回
町
議
会
定
例
会
初
日
の
三
月
五
日
は
、

各
会
計
の
補
正
予
算
の
審
議
な
ど
が
主
で
し
た
。

　
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
出
し
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

灘
蟻
獺
纏
雛
難
難

○
水
田
利
用
再
編
対
策
基
金
の
設
置
管

理
等
に
関
す
る
条
例

　
水
田
利
用
再
編
の
定
着
化
を
図
る
た

め
基
金
を
設
置
し
た
も
の
で
す
。

○
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

環
境
整
備
課
を
産
業
課
の
中
に
含
め

ま
し
た
。

○
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

　
九
名
を
削
減
し
ま
し
た
。

○
税
条
例
の
一
部
改
正

軽
自
動
車
税
の
積
雪
に
よ
る
三
割
の

条
例
改
正
や
五
十
五
年
度
の

そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
拾

減
免
措
置
が
な
く
な
り
ま
す
。

○
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
使
用
条
例
の
一

部
改
正

　
四
月
一
日
か
ら
分
べ
ん
料
が
二
万
五

千
円
か
ら
二
万
六
千
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
助
産
婦
取
扱
手
数
料
な

ど
も
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
多
く
な

り
ま
す
。

○
歴
史
民
俗
資
料
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

　
千
手
観
音
の
近
く
に
歴
史
民
俗
資
料

館
が
建
て
ら
れ
る
の
で
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

欝
籔
籔
誘
灘
繊
禦
懸
饗

〇
五
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
今
ま
で
の
も
の
に
二
千
百
三
十
七
万

円
が
加
わ
り
、
総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
二
十
五
億
八
千
百
六
十
一
万
四
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
目
だ
つ
も
の
は
、
町
民
プ
ー

ル
用
地
購
入
費
の
二
千
百
五
十
三
万
三

千
円
と
歯
科
診
療
所
繰
出
金
の
千
百
六

十
一
万
一
千
円
の
追
加
で
す
。

　
減
額
さ
れ
た
も
の
で
は
、
農
業
構
造

改
善
費
の
補
助
金
関
係
の
七
百
五
万
三

千
円
、
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

の
工
事
請
負
費
の
五
百
九
十
二
万
三
千

円
な
ど
で
し
た
。

〇
五
十
五
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

　
九
十
六
万
三
千
円
の
追
加
で
総
額
は

九
千
二
百
八
十
九
万
一
千
円
で
す
。

〇
五
十
五
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

　
二
百
四
十
七
万
八
千
円
の
減
で
、
総

額
は
二
億
二
千
四
十
八
万
三
千
円
で
す
。
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、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
N
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、

標
準
小
作
料
が

　
　
　
　
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
、
￥
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
￥
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
￥
N
￥
N
￥
N
N
N
N
N
N
N
N
§
N
N
N
、

　
昭
和
四
十
五
年
に
農
地
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
農
地
の
賃
貸
借
料
と
し
て

農
業
委
員
会
が
定
め
た
標
準
小
作
料
を

適
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
昭
和
四
十
五
年
以
前
の
賃
貸
借
料
は
、

昨
年
の
九
月
三
十
日
で
廃
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
広
報
か
わ
に
し
五
十
五
年
十
月

号
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

表A
土地改良・水利費の負担区分 契約小作料

の　水　準
賃借人の
有益費償還土地改良工事費 維持管理費

⑦
　
④

賃借人負担

賃貸人負担

賃借人負担

賃貸人負担

標準小作料一

　　　一定額

標準小作料十

　維持管理費

返還時に有益費

償還

な　　　　　し

標
準
小
作
料
は
、
次
の

①
お
よ
び
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
た
と
き
に
改
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

①
標
準
小
作
料
設
定
後
三
年
を
経
過
し

た
と
き

②
生
産
費
ま
た
は
農
産
物
の
価
格
等
標

準
小
作
料
の
設
定
基
礎
と
な
っ
た
重
要

事
項
に
著
し
い
変
動
を
生
じ
た
と
き
、

　
さ
ら
に
今
回
の
標
準
小
作
料
改
定
に

伴
い
、
土
地
改
良
工
事
費
等
の
取
り
扱

い
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
土
地
改
良

工
事
費
お
よ
び
維
持
管
理
費
は
、
標
準

小
作
料
の
設
定
基
礎
に
含
ま
ず
別
扱
い

と
し
、
賃
貸
人
ま
た
は
賃
借
人
の
い
ず

れ
か
の
負
担
に
よ
り
賃
貸
借
料
が
決
ま

り
ま
す
。
　
（
A
表
を
参
照
）

　
⑦
の
例
は
、
賃
借
人
が
工
事
費
お
よ

び
維
持
管
理
費
を
負
担
し
た
場
合
、
標

表B

準
小
作
料
よ
り
事
業
費
分
を
差
し
引
い

て
支
払
い
ま
す
。
そ
し
て
土
地
改
良
に

よ
っ
て
土
地
の
価
値
を
増
加
さ
せ
た
部

分
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
償
還
時
に
そ

の
価
値
が
現
存
す
る
場
合
に
限
り
、
増

価
額
を
土
地
所
有
者
（
賃
貸
人
）
に
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
④
の
例
は
、

賃
貸
人
が
工
事
費
お
よ
び
維
持
管
理
費

を
負
担
し
て
い
る
場
合
、
工
事
費
を
除

い
た
維
持
管
理
費
の
み
を
、
標
準
小
作

料
に
そ
の
額
を
加
え
て
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
賃
貸
借
料
は
、
双
方
の
話
し
合
い
に

よ
り
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
標
準

小
作
料
そ
れ
ぞ
れ
の
上
限
、
下
限
と
も

三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
の
範
囲
と
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

農地の区分
小作料の標準額

備　　考
改定訂 　‘改定後

田
　
　
の
　
　
部

一
　
般
　
地
　
域

1級地
艦卸

　　円
27，000

　　円
27，000

団体営ほ場整備
田共済等級10等
級以上

2級地
（督欝 23，000 23，000

共済等級11等級

以下

3級地
鰐勧 一 20，000

共済等級13等級

以下

県
ぽ
地
域

1級地
（麗撫 32，000 32，000

整形田共済等級

9等級以上

2級地
（据撫 27，000 27，000

不整形田共済等
級10等級以下

畑
　
の
　
部

1級地 14，000

現行

どおり

固定資産税課税
標準等級の1～
10等級

2級地 10，000 　　〃
11～20等級

3級地 8，000 　　〃
21～30等級

4級地 4，000 　　〃
31等級以下

璽
喪
、
蕉
ん
　
　
　
　
　
　
ふ
‘
〈
f
し
」

宥
保
険
料
免
除
の

ね
　
　
　
手
続
き
は
お
早
め
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
一
か
月

分
が
四
千
五
百
円
で
す
が
、
失
業
や

収
入
が
少
な
い
な
ど
の
た
め
、
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
申
し
出

に
よ
っ
て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
七
月
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、

今
年
の
四
月
分
か
ら
向
こ
う
一
年
間

は
有
効
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
事
務

手
続
き
の
関
係
で
、
五
月
中
に
申
し

出
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
険
料
が
免
除
さ
れ
て
も
、
障
害

年
金
な
ど
は
納
め
た
人
と
同
様
の
額

を
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
滞
納
の
ま

ま
に
せ
ず
、
必
ず
役
場
の
年
金
係
に

免
除
の
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
老
齢
年
金
は
免
除
を
受

け
た
期
間
だ
け
三
分
の
一
に
減
ら
さ

れ
ま
す
の
で
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
追
納

を
し
て
く
だ
さ
い
。
十
年
以
内
の
分

な
ら
ば
、
旧
料
金
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
ら
れ
ま
す
。

免
除
申
請
書
を

出
せ
ば

将
来

年
金
が
　
　
触

も
ら
え
る
わ

％σ〆〃
　わ

ま縄

養恩給（扶助料）

年額が増額にミ

　
軍
人
恩
給
お
よ
び
扶
助
料
受
給
者
の
皆
さ
ん
、
加
算
改
定
の
手

続
き
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
手
続
き
す
る
こ
と
に
よ
り
旧
軍
人
の
加
算
年
が
恩
給
（
扶
助
料
）

年
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
内
容
調
査
の
た
め
手
間
ど
り

ま
す
か
ら
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
各
地
区
軍
恩
役
員
ま
た
は
、
下
平
新
田
の
沢

口
富
士
雄
さ
ん
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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（4月1日現在）役場機構と職員配置図

1．町長の事務部局
　　　　　　注・（）内は定数外職員

庶務係長（兼）

　関口良平
高橋セキ・数藤　久・羽鳥栄一・石川ヨシ

（高橋早苗）・付佐藤稔（休職）

文書広報係長

　数藤春夫
野上敏夫・タイプ（丸山トミ）（高橋悦子）

電話交換（相崎和子）（数藤ナヲ）

総務課長

南雲　守

〃参事
小林　力

住民係長

　高橋敏行 清水利枝子・（北村秋江）

課長補佐

関口良平

交通安全対策係長
兼車輌係長

　　　　之

大海基二・山口隆也・谷井一二・大海均
小林芳人・高橋隆一

仙田出張所長　克雪
管理セソター
嘱託（条’、五

小林フミ

橘出張所長

　小幡邦保
（佐藤春枝）

町長

根津正三
上野連絡所（登坂為治）

企画係長

　水品幸一
高橋貴美子

企画室長

南雲春雄
室長補佐

北村準一
財政係長（兼）

　北村準一
登坂　　隆

財産管理係長

　南雲直秀 星名敏雄
助役

数藤彦三 住民税係長

　大平剛士
川崎孝一・丸山安彦・（相崎時代）

（星名一弘）

税務課長

和久井守
課長補佐

小林英一
固定資産税係長（兼）

　小林英一
高橋幸司・保坂久代・（茂野耕太郎）

地籍係長

　清水幸夫
（中村繁子）

農政係長

　平野　修
平野角栄・高橋伸一・川崎美佐子
（村山一男）

産業課長

水品忠雄
〃参事
富井相四郎
（土改派遣）

”参事

須藤秀雄

農業係長

丸山惣吉
水品文夫・清水泉・（小海千代子）

課長補佐（兼）

須藤秀雄
副参事

宮　昭一
副参事

高橋英雄

林業係長

高橋恭平
村越久吉・関口真人・（竹口芳人）

商工観光係長

　五十嵐一男

農村総合整備係長

（兼）高橋英雄
高橋博行・登坂光国・（高橋敏子）

（南雲浩）
農業共済係長（兼）

　宮　昭一
白井晃・青木英明・（高橋和子）
（数藤薫）

援護係長

　山田五作
五十嵐ワカ・数藤進吉・蔵品泰治

（喜多ノブ）・（渡辺千津子）

千手保育園長

白井マサ

高橋敏子・小林良子・小野塚靖子・南雲美知子
庭野加代子・秦野玲子・土屋淳子・上村和子
佐藤春男

南原保育園長

丸山泰子
石沢昌子・大島利子・野沢千恵美・（羽鳥晴美）

高橋ミチ子・保坂正晴
社会課長

押木良作
〃参事
山田五作

上野保育園長

数藤敦子
角山智恵子・高橋セッ・大熊早苗・目黒ひろみ

高橋玲子・江ロトク・沢口健一

橘保育園長

角谷幸江
星野きよ子・水品みつ子・柳英子・金子由子
樋口靖子・山家正子・水落恵美子・山田春茂

イ・后　　・　　’“　　、

仙田保育園長

小林恵美子
木村直子・丸山姿子・斉木栄子・小林文子
野沢澄枝・小林文子・小林正信

副参事
半藤伊三郎

年金係長（兼）

半藤伊三郎
渡辺ミツ

（次ページヘ）



　　　（役場機構と職員配置図）
（前ページから）

収入役

丸山精二郎
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道路橋梁係長（兼）

　高橋己一
柄沢敏雄・戸田久美子・星名和幸
（市川清）

課長補佐
　高橋己一
副参事

櫃間富雄

維持管理係長（兼）

　櫃間富雄
（片桐義仁）

建設課長

田ロー一朗 災害河川係長

　大塚甚一
大平キミ・押木哲・（登坂豊秀）

水道係長

　丸山晴久
小野塚高志・南雲源三・高橋和弘・上村信行

（高橋俊朗）

衛生係長

　田村允伸
水品芳子・山口紀子・小林立雄
（宮正朗）

健康管理室長

　滋野定良
室長補佐

　中村義雄
保険係長鎌）

　中村義雄
水落イツ・野沢富昭

保健婦長

　和田ヨリ
関ロトク・高橋アサ

千手診療所長

　川崎信夫
副参事

丸山誠一
医務係長（兼）

　丸山誠一
田村美恵子・清水正枝・丸山みっ子

（渡辺照男）

鯵騰欝
　川崎信夫

小林タミイ

小川則子・高橋淑子・松沢綾子・長津タミ子
庭野文枝・（富井英子）・（五十君正子）歯科診療所長

大久保義信
編さん係長

　小海正隆
（高橋孝子）

町史編さん室長
総合セソター長
（兼）

　金子幸作
丸山カツ子・太田善次郎

北原分館小川　良・（小川幸太郎）
上野分館小林マツノ　田戸分館（押木二吉）

副収入役兼収入
役室長

　上村健一 松沢真代・南雲　晃

2。その他の事務部局

議 A
瓜

（水道企業は省略）

農業委員会

事務局長
平野勝高橋良平

　
平

　
良

長
藤

局
須

輔 高橋正司・平野八重子

教育委員会

庶務係長

　小川靖夫
南雲豊子

庶務課長

　押木秀治 学校教育係長（兼）

　小川靖夫
小川広一・沢口則雄

社会教育係長

　田村俊一
（中村亨）・（富井敏）
社会教育指導員（蔵品幸子）社会教育課長

　保坂国夫
教育長

　丸山富司

体育係長（兼）

　田村俊一
小海代利子・（中村　亨）（兼）

体育館長

　星名四郎 市川　基・広田育郎

公民館長鎌シ

　金子幸作 丸山カツ子（兼）・太田善次郎㈱

川西幼稚園長
（兼）室岡倉二

鴫原陽子・佐藤文江・田村加代子・野上みどり

小林正一

千手小学校・

上野小学校・

橘小学校・
仙田小学校・
仙田学校給食調理場’

一・白井順蔵・小林イミ・小川京
　（清水　幸）・（小林ミサ子）

・・…戸田健・滝井ヨキ・若山八重

一大久保克治・野沢フサ・藤巻綾子

一・田村トミ・小林勇一

・…・高橋十四・高橋エィ

仙田小小脇分校……（佐藤マツノ）

i白倉小学校……江ロノリ子
i高倉小学校一・・高橋国子
i川西中学校……高橋芳蔵・市川トイ・江口忠夫
i　　　　　　　　　中村政子・若山千代乃・星名マツイ
i　　　　　　　（登坂タッ）
；
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ききんの東アフリカヘ

　　、救援金をグ

ん
す

へ
で

のこ

　東アフリカ6か国（シブチ・エ
チオピア・ケニア・ソマリア・ス

ーダン・ウガンダ）では、数年に

わたる戦争や内紛にかんばつが重
なり、ききんが発生しました。

多くの人々が食糧を求めさまよっ
ています。

　日赤では、これらの国の難民や
被災者を救うため、救援金の受け

付けを開始しました。期限は8月
31日までです。

　皆さんのご協力をお願いいたし
ます。

　詳しいことは役場社会課へおた
ずねください。

塾羅，

簸

aア

輩

職

認
　ロヨ　　　じ

詰

　
二
月
の
末
の
あ
る
夜
、
日
本
テ
レ
ビ

の
「
熱
中
時
代
」
と
い
う
番
組
の
中
で
、

　
　
　
　
　
ふ
ん

船
越
英
二
の
扮
す
る
校
長
が
次
の
よ
う

に
語
っ
た
。

　
「
新
潟
県
の
十
日
町
に
あ
る
深
雪
観

音
の
献
句
の
中
に
、
雪
地
獄
父
祖
の
地

な
れ
ば
住
み
継
げ
り
　
と
い
う
の
が
あ

る
よ
う
だ
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
く
　
じ

　
私
は
こ
れ
を
聞
い
て
内
心
伍
幌
た
る

も
の
を
覚
え
た
。
人
一
倍
寒
が
り
の
私

は
、
十
五
年
前
に
雪
を
逃
れ
て
父
祖
の

地
を
離
れ
た
。

　
四
人
の
子
供
が
み
な
東
京
へ
出
て
し

ま
っ
た
せ
い
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
結
局

は
言
い
訳
に
す
ぎ
な
い
。

聡
門
渓
曜
”
・

ふ
る
さ
と
の

豪
雪
を
気
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
市
青

’停熱、り～

・4月15日（水）／午前9時30分

から午後1時30分まで、中仙田

の一部．

・4月21日　（火）／午前10時30分

から午後3時30分まで、高倉．、

輔
o
・
．
I
o
I
●
．
l
I
l
．
・
●
9
・
9
1
．
電
o
・
o
．
・
9
．
・
豊
．
o
・
・
I
o
，
l
I
o
1
9
9
1
●
9
．
o
o
．
9
5
0
1
9
．
9
．
・
o
o
o
o
a
o
・
o
●
o
I
I
l
・
匿
ー
o
o
l
曇
ー
0
9
・
融
o
1
6
0
・
6
0
」

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　，　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　〇　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　〇　　　　一　　　9　　　一　　　一　　一　　一　　騨　一　一　一
一一一

大
豆
の
安
定
栽
培
は

畑
作
物
（
大
豆
）
共
済
加
入
か
ら

水
田
利
用
再
編
対
策
に
よ
り
、
転
作
大
豆
の
作
付
け
も
年
々
増
加
し
、
集
団

化
も
進
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
で
は
畑
作
振
興
の
一
助
に

と
、
昨
年
度
か
ら
大
豆
共
済
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
、
多
く
の
方
々
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

』
0
9
1
．
肇
o
o
陰
1
9
1
1
1
1
9
●
1
，

蟄鶏

選

、
つ

壌
、
講

・
出
身
　
田
戸
　
　
　
、
．

．
離
町
昭
和
4
0
年

木
正
善
さ
ん
（
六
＋
七
歳
）

　
農
家
の
長
男
で
あ
る
私
が
、
ふ
る
さ

と
を
離
れ
、
先
祖
に
対
し
て
申
し
訳
け

な
い
と
思
う
心
の
十
字
架
は
、
私
が
死

ぬ
ま
で
背
負
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
豪
雪
の
中
で
住

み
継
い
で
い
る
ふ
る
さ
と
の
人
た
ち
に

は
、
ま
こ
と
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
あ

る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
冬
は
ひ
ど
い
大

雪
と
の
こ
と
で
、
毎
日
テ
レ
ビ
の
天
気

概
況
を
聞
い
て
「
ま
た
今
日
も
新
潟
地

方
は
雪
か
」
と
心
を
痛
め
て
い
る
毎
日

で
あ
っ
た
。

　
私
の
在
町
し
て
い
た
こ
ろ
は
、
電
話

も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
無
雪
道
路
な
ど
思

い
も
よ
ら
ず
、
明
け
て
も
暮
れ
て
も
雪

と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。

　
正
月
二
日
（
旧
暦
）
の
西
永
寺
へ
の

年
始
に
は
、
か
ん
じ
き
を
か
け
て
松
葉

沢
の
道
を
通
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
ま
さ

に
今
昔
の
感
に
た
え
な
い
。

　
「
広
報
か
わ
に
し
」
で
知
る
ふ
る
さ

と
の
各
方
面
に
わ
た
っ
て
の
発
展
ぶ
り

は
、
ま
こ
と
に
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ

る
。

　
町
当
局
の
努
力
と
住
民
の
皆
さ
ん
の

ふ
と
う

不
携
不
屈
の
精
神
に
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
た
い
。

　　　　　　　　　　　　　じ雛。　　　　　　　轍藁　　　　　ぎ妻　　　　　学　●縢辱

◎
加
入
の
条
件

　
五
ア
ー
ル
以
上
の
作
付
け
が
あ
れ
ば

加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
畦
畔
大
豆
、

枝
豆
用
、
作
り
捨
て
な
ど
明
ら
か
に
正

常
な
収
穫
が
予
想
さ
れ
な
い
も
の
は
、

引
き
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◎
対
象
と
な
る
事
故

　
風
水
害
等
の
自
然
災
害
の
ほ
か
、
火

災
．
病
虫
害
・
鳥
獣
害
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

◎
責
任
期
間

発
芽
期
（
移
植
期
）

ま
で
で
す
。

か
ら
収
穫
す
る

◎
補
償
の
金
額

　
半
相
殺
農
家
単
位
方
式
と
い
い
、
農

家
一
戸
を
単
位
と
し
て
、
そ
の
農
家
の

総
基
準
収
量
（
十
ア
ー
ル
当
た
り
百
三

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
対
し
て
、
二
割
以

上
の
減
収
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
減

収
分
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
二
百
八
十

円
の
割
合
で
補
償
し
ま
す
。

　
い
い
か
え
る
と
、
十
ア
ー
ル
当
た
り

　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　．　　　　　　　甲　　　　　　　一　　　　　　　〇　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　●　　　　．　　　　一　　　騨　　　聯　　　一　　一　　一　　一　一　曹　一
〇働o

　
　
　
　
　
　
　
9
9
1
・
●
o
I
l
・
．
1
・
．
9
－
o
I
．
9
㌧

約
百
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
・
三
万
円
の
補
償

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
管
理
が
悪
く
て
減
収
し
た
も
の

は
、
状
況
に
応
じ
て
共
済
金
の
支
払
い

対
象
と
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
掛
金
負
担

　
十
ア
ー
ル
当
た
り
二
千
百
円
く
ら
い

で
す
が
、
こ
の
う
ち
六
割
を
国
が
負
担

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
負
担
し
て

い
た
だ
く
分
は
お
よ
そ
八
百
五
十
円
で

す
。

　
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
部
落
の

評
価
員
を
通
じ
て
、
四
月
二
十
日
か
ら

五
月
一
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
産
業
課
農
業
共
済

係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。蔭

養
　
、
ミ

｛

「3

凄
アゆ

　
ノマ
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日
．
こ
ろ
、
お
考
え
の
こ
と
で
う
皆
さ

ん
か
ら
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
や

身
近
に
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
　
「
こ
う
ほ
う
ひ
ろ
ば
」

に
お
便
り
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
町
政

に
関
す
る
こ
と
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
最
近
、
役
場
の
玄
関
や
出
張
所
等
の

玄
関
に
設
置
し
て
あ
る
「
町
政
ポ
ス
ト
」

が
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

こ
ん
な
企
画
を
し
て
み
ま
し
た
。
　
（
あ

て
先
は
総
務
課
文
書
広
報
係
で
す
）

》
町
政
ポ
ス
ト
も
よ
ろ
し
く

心
の
な
ご
む
贈
り
物

　
先
日
役
場
へ
小
荷
物
が
届
き
ま
し
た
。

“
井
村
屋
の
あ
ん
ま
ん
”
と
書
か
れ
た

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中
か
ら
は
、
和
紙
で

作
っ
た
か
わ
い
い
人
形
が
た
く
さ
ん
で

▲勢ぞろい

　
　
　
　
　
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
送
り
人
は
、

　
　
　
　
　
昭
和
二
十
年

か
ら
二
十
一
年
ま
で
下
平

新
田
に
い
た
こ
と
が
あ
る

と
い
う
、
東
京
・
杉
並
区

に
お
住
み
の
杉
下
栄
子
さ

ん
で
す
。

　
役
場
の
窓
口
に
飾
っ
て

あ
り
ま
す
の
で
、
お
寄
り

の
と
き
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ぐ
新
婚
さ
ん

15日

¢
　宅＾　　ノト

1＼　、

4月6日～4月

｛
傾
）
σ

直
．
舶
っ
σ

oo ／￥

》歩行者、特に子供の交通事故防止

〉自転車の安全利用の促進

1＞無謀運転の追放
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⇔
協
会
設
立
の
意
義

　
交
通
事
故
は
、
被
害
者
、
加
害
者
の

立
場
に
区
別
な
く
、
こ
れ
ほ
ど
悲
惨
で

不
幸
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
多
発
す
る
交
通
事
故
に
対
処
す
る
た

め
、
警
察
署
単
位
に
交
通
安
全
協
会
と

か
運
転
者
協
会
な
ど
が
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
会
員
が
警
察
の
交
通

安
全
活
動
に
協
力
し
、
そ
の
地
域
ご
と

に
幼
児
、
学
童
、
あ
る
い
は
一
般
の
人

に
対
し
て
街
頭
指
導
、
安
全
の
呼
び
か

け
、
広
報
活
動
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
協
会
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

⇔
協
会
の
組
織

　
財
団
法
人
十
日
町
地
区
交
通
安
全
協

会
は
、
昭
和
五
士
二
年
十
月
に
発
足
し
、

十
日
町
市
、
津
南
町
、
川
西
町
、
中
里

村
に
事
業
活
動
推
進
の
た
め
、
支
部
組

織
を
設
け
て
い
ま
す
。
上
部
団
体
の
新

潟
県
交
通
安
全
協
会
に
連
な
っ
て
い
ま

す
。⇔

交
通
安
全
活
動

①
通
常
活
動

　
q
D
通
学
通
園
路
な
ど
の
子
供
、
老
人

　
　
保
護
の
た
め
の
活
動

　
㈹
広
報
、
指
導
車
に
よ
る
安
全
の
呼

　
　
び
か
け
な
ど
の
宣
伝
活
動

　
⑬
地
域
社
会
で
の
安
全
教
育
や
指
導

　
　
活
動

藤
田
隆
策
さ
ん
か
ら
”
…
毒
峯
”
…
毒
…
”
…
”
…
”
…
“
…
”
…

交
通
安
全
協
会
の
活
動
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②
特
別
活
動

　
q
D
交
通
事
故
現
場
で
の
混
乱
防
止
活

　
　
動

　
㈹
祭
典
や
火
災
現
場
な
ど
で
の
混
雑

　
　
防
止
活
動

⇔
町
と
の
関
係

　
地
方
公
共
団
体
の
交
通
安
全
対
策
は
、

地
方
自
治
法
や
交
通
安
全
対
策
基
本
法

で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
行
う
交
通
安
全
対
策
に
、
協
会

で
は
全
面
的
な
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

⇔
交
通
事
故
防
止
の
カ
ギ

　
q
D
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
し
な
い

　
ω
速
度
を
出
し
す
ぎ
な
い

　
㈹
走
行
中
は
自
分
の
感
情
を
お
さ
え

　
　
る

⇔
ふ
だ
ん
の
心
が
け

　
q
D
交
通
事
故
を
自
分
自
身
の
問
題
と

　
　
し
て
受
け
と
め
る

　
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
、
家
族
み
ん

　
　
な
で
話
し
合
う

⇔
運
転
者
の
義
務
と
責
任

　
自
動
車
は
、
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
た
い
せ
つ
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
チ
ョ
ッ
と
し
た
不
注
意

や
油
断
に
よ
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
人

命
を
奪
う
凶
器
に
変
わ
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
絶
対
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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労
働
保
険
料
の

　
　
　
　
申
告
と
納
付

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
労
働
保
険
料

（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
保
険
料
）
の

申
告
と
納
付
は
五
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

　
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業

主
の
方
は
、
お
早
め
に
保
険
料
中
告
書

に
保
険
料
を
添
え
て
、
銀
行
・
郵
便
局

・
労
働
基
準
監
督
署
・
労
働
基
準
局
ま

た
は
県
雇
用
保
険
課
に
提
出
し
ま
し
ょ

・
つ
。

　
今
年
は
、
労
災
保
険
率
が
一
月
一
日

か
ら
、
雇
用
保
険
率
が
四
月
一
日
か
ら

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
保
険
料
の
算
定
に

あ
た
っ
て
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
中
小
企
業
事
業
主
の
方
々
の

た
め
に
「
労
働
保
険
事
務
組
合
」
の
委

託
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

事
務
組
合
が
事
業
主
に
代
わ
っ
て
労
働

保
険
の
事
務
手
続
き
を
処
理
す
る
制
度

で
す
．
委
託
さ
れ
た
場
合
は
、
嚢
主

本
人
お
よ
び
家
族
従
業
員
も
労
災
保
険

に
加
入
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

労
働
保
険
事
務
組
合
に
委
託
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
労
働
基
準
監
督

署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

結
婚
シ
ー
ズ
ン
で
す

　
　
お
祝
い
電
報
は
お
早
め
に

　
降
り
積
も
っ
た
雪
か
ら
解
放
さ
れ
る

と
、
い
よ
い
よ
春
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
で

す
。　

う
い
う
い
し
い
カ
ッ
プ
ル
の
門
出
に

花
を
添
え
る
お
祝
い
電
報
。

　
そ
の
お
祝
い
電
報
を
利
用
す
る
ほ
と

ん
ど
の
方
は
、
結
婚
式
な
ど
の
当
日
か
、

あ
る
い
は
前
日
に
申
し
込
ん
で
い
ま
す
。

　
電
電
公
社
で
は
、
早
め
に
発
信
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
配
達
日
の
十
日
前

か
ら
配
達
日
を
指
定
し
た
電
報
の
受
け

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
式
当
日
の
三
日
前
ま
で
に
お
祝

い
電
報
を
発
信
さ
れ
ま
す
と
、
一
通
に

つ
き
百
五
十
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
の

で
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

俵
編
機

　
　
求
め
て
い
ま
す

　
　
　
　
『
な
か
ま
の
家
』
か
ら
…
…

　
「
な
か
ま
の
家
」
で
は
、
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
俵
編
機
の
滑
車
部
品
を

活
用
し
、
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、

よ
し
ず
（
す
だ
れ
）
を
製
作
し
て
い
ま

す
。

　
ま
だ
ま
だ
俵
編
機
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
不
用
に
な
っ
た
俵
編
機
（
特
に
滑

車
部
品
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
し
だ
い
、
受
け

取
り
に
ま
い
り
ま
す
。

　
な
か
ま
の
家
（
魯
八
－
四
〇
一
三
）

ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会
（
魯
八
－
三

一
二
）
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
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渉ら考ぐ鱒”

　「地すべり」は、地下水圧の増

加が主な誘因となって発生すると

いわれています。

　今年は、史上まれな豪雪となり、

春の融雪による地下浸透水の量は、

例年とは比較にならないほど多く

なると思われ、地すべりの多発が

心配されています。

　県では、地すべりの早期発見が

できるよう、市町村に委託して巡

視員を配置していますが、地すべ

り災害から身や財産を守るため、

皆さんにも￥積極的な監視の目を

もって周辺を見るようお願いしま
す。

　地すべりの発生の前には、次の

徴候が見られることが多いので、

発見された場合は、巡視員か土木

事務所、または役場へすぐに通報

してください。

地すべりの徴候
①土地のき裂、陥没、隆起

②立木の根切れ音、家鳴り

③立木や家の傾動
④井戸水、湧水量の変化、濁り

⑤鳥獣・魚類の異常行動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
よ

わ
し
の
　
　
綴
、

　
　
　
　
　
　
自
慢
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
》
．
●
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キ
の
　
　
じ
し

廉
鴬
呪
愚
撃
彦
簡
蠕
惚
聯
鐸
悪
舞
勘
聯
響

　
三
月
の
末
に
な
っ
て
も
大
倉
の
部

落
内
の
道
は
、
な
だ
れ
の
危
険
が
あ

る
た
め
か
、
う
回
し
て
い
る
か
所
が

あ
っ
た
。

　
そ
の
道
を
少
し
入
る
と
桐
の
木
に

荷
な
わ
、
せ
な
こ
う
じ
が
さ
ら
し
て

あ
る
家
が
見
え
て
き
た
。

　
玄
関
先
の
梅
の
木
に
は
し
ご
を
か

　
　
せ
ん
て
い

け
、
勇
定
を
し
て
い
る
人
が
中
條
さ

ん
ら
し
い
。

　
「
あ
ん
ま
り
実
が
な
ら
な
い
ん
だ

が
の
オ
」

　
雪
と
の
闘
い
は
一
段
落
し
、
こ
ん

ど
は
こ
う
い
う
物
の
世
話
を
す
る
。

　
「
中
條
さ
ん
は
な
に
が
自
慢
で
す

か
？
」
と
変
な
質
問
を
し
た
。

　
「
あ
の
人
は
な
ん
で
も
や
っ
て
い

る
ぜ
エ
」
。
こ
ん
な
話
を
耳
に
し
た

の
で
伺
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ワラの

　感触いいもんだ

大倉中條寅吉さん

▼作品の一部です

　
　
「
そ
れ
じ
ゃ
ワ
ラ
細
工
で
も
取
り

上
げ
て
も
ら
お
う
か
の
オ
」

　
話
は
決
ま
っ
た
。

　
　
「
今
年
は
雪
に
追
っ
か
け
ら
れ
て

い
く
ら
も
ワ
ラ
細
工
は
し
な
い
で
し

ま
っ
た
て
エ
」

　
そ
れ
で
も
ぞ
う
り
が
五
、
六
足
と

か
ん
じ
き
が
五
足
、
せ
な
こ
う
じ
が

二
つ
、
荷
な
わ
が
十
本
、
は
ざ
か
け

な
わ
を
二
百
ひ
ろ
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
み
ん
な
自
分
の
家
で
使
う
も
ん

だ
て
エ
、
ぞ
う
り
は
ス
リ
ッ
パ
な
ん

か
よ
り
い
い
の
オ
」

　
ワ
ラ
の
感
触
に
は
温
か
味
が
あ
る
。

　
「
昔
は
み
の
作
り
も
さ
ん
ざ
し
た

が
今
は
着
な
い
か
ら
の
オ
ー
1
」

　
作
品
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
ど

れ
も
か
た
が
た
し
た
作
り
だ
。
年
期

を
入
れ
た
も
の
で
当
然
と
も
い
え
る
。

中
條
さ
ん
は
八
十
一
歳
と
の
こ
と
。

　
「
雪
が
消
え
れ
ば
野
ら
仕
事
が
待

っ
て
い
て
の
オ
」

　
ま
だ
働
き
盛
り
で
あ
る
。
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懸
懇
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灘
欝
難
灘
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灘
嚢
繋
ー
き
、
・
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雛
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莚
　
聾
　
素
　
　
襲
　
織
灘
灘
霧
津
簾
｝



1”””1”広報かわにし／昭和56年4月10日発行（第三種郵便物認可）”“”ll”ll111”Ill”lllll”””1””ll”””””1”””lll01”””””1””””1”1””””1””””1””””ll【12】”””III”1

公民館だより
社会教育活動

　軌道に乗る

ツ
反
検
査
・
判
定

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
判
定
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
は
忘
れ
ず
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者

・
五
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

　
十
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

．
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
四
歳
ま
で

の
人

・
陰
性
で
B
C
G
を
受
け
な
か
っ
た
人

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
学
級
・
講
座
の

開
設
に
つ
い
て
は
、
先
月
号
に
掲
載
し

ま
し
た
が
、
四
月
一
日
よ
り
教
育
委
員

会
の
組
織
が
（
別
掲
機
構
図
参
照
）
変

わ
り
、
い
よ
い
よ
社
会
教
育
活
動
が
軌

道
に
乗
っ
て
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
と
し
て
は
、
社
会
教
育
課
で
企

画
な
ど
全
般
を
受
け
持
ち
ま
す
が
、
直

接
皆
さ
ん
と
接
す
る
場
は
公
民
館
で
す
。

　
社
会
教
育
課
で
は
、
公
民
館
活
動
と

◎ツベルクリン反応検査

期日 時　　間 会　場

4月13日 午後1：30～2：00
克雪
　セソター一

20日 午後1：30～2：00 総合
　セソター一

21日 午後1：30～2：00 橘出張所

21日 午後2：45～3：00 白倉小学校

28日 午後1：30～2：00 母子
　セソター

し
て
①
青
年
学
級
の
開
設
　
②
学
級
・

講
座
の
開
設
　
③
講
習
会
・
講
演
会

④
各
種
資
料
の
提
供
　
⑤
体
育
レ
ク
活

動
　
⑥
婦
人
会
・
青
年
団
の
連
絡
　
⑦

施
設
の
開
放
　
に
当
た
る
た
め
、
き
め

こ
ま
か
な
計
画
を
立
案
中
で
す
。
近
日

中
に
案
内
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
大

勢
参
加
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◎ツベルクリン反応判定・B　C　G

期日 時　　間 会場

4月15日 午後1：30～2：00 克雪
　セソター

22日 午後1：30～2：00 総合
　セソター一

23日 午後1：30～2：00 橘出張所

23日 午後2：45～3：00 白倉小学校

30日 午後1：30～2：00 母子
　セソター一

1
謄
I
l
O
O
O
嚇
I
O
聖
O
噛
O
・
l
　
O
O
I
雪
O
O
O
唇
I
O
l
O
O
g
O
1
8
0
ー
9
0
6
唇
唇
O
l
1
0
巳
I
O
9
魯
O
O
I
　
I
1
9
0
0
1
0
0
1
8
D
1
0
1
0
1
8
，
9
0
1
9
0
9
1
■
蟹
6
8
0
1
0
9
0

犬の登録と

　　予防注射

蕨、

　
次
の
日
程
で
犬
の
登
録
と
予
防
注
射

を
行
い
ま
す
。

　
犬
を
飼
う
に
は
、
年
一
回
の
登
録
と

二
回
の
予
防
注
射
が
法
律
に
よ
り
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
首
輪

に
鑑
札
が
な
か
っ
た
り
、
放
し
飼
い
を

し
て
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
状
態
の

も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
首
輪
に
は
必
ず
鑑
札
を
つ
け
、
愛
犬

手
帳
の
飼
育
者
の
心
得
を
守
り
、
正
し

い
飼
育
を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日 場　　所 時　間

ち4

室島作業所前 午前
10：30～10：50

岩瀬集落セソター前 11：10～11：20

克雪セソター前 11：30～12：00

小白倉消防車庫前 午後
1：30～1：50

橘出張所前 2：10～2：50

上野連絡所前 3：00～3：30

場5
千手保育園前 午前

10：15～11：40

※当日は印鑑と料金3，300円、そ

　れにはがきを持参ください。

※時間の都合が悪い場合は別の会

場でも受けられます。当日受け

　ないと、後ほど訪問注射という

　ことになり、1，300円が割り増

　し料金として加算されます。

「
一
家
に
一
冊
献
血
手
帳
」

昨
年
は
六
百
九
十
六
人
が
献
血

　
四
月
八
日
の
献
血
に
は
、
大
勢
の
方

方
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
別
表
の
よ
う
に
採
血
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
万
一
の
た
め
に
一
家
に

　
一
冊
は
献
血
手
帳
を
備
え
た
い
も
の
で

す
。

　
昨
年
は
、
別
掲
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
四

百
九
十
七
人
の
採
血
目
標
に
対
し
て
六

百
九
十
六
人
も
の
方
々
の
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
川
西
高
校
か
ら
の
協
力

も
あ
り
ま
し
た
。
町
の
献
血
人
口
は
年

年着実に

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
献
血
し
た
方
々
全
員
に

　
「
生
化
学
検
査
成
績
表
」
を
配
付
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は

希
望
に
よ
っ
て
、
貧
血
検
査
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
献
血
は
人
の
生
命
を
救
う
だ
け
で
な

く
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
も

く
川
西
高
校
で
（
昨
年
十
一
月
）

実施日 時　　間 会場

6月12日

午前10：00～11：50 橘出張所

午後1：10～3：00 上野連絡所

7月21日 午前10：00～正午
午後1：00～3：00

総合
　セソター

8月12日 〃
克雪
　セソター・

11月18日 〃
総合
　セソター

》
今
年
の
採
血
予
定

で
き
、
継
続
し
た
献
血
が
で
き
れ
ば
、

健
康
管
理
に
も
な
り
ま
す
。
会
社
で
あ

れ
ば
健
康
管
理
台
帳
に
役
立
て
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
、
最
寄
り
の
会
場
へ
ぜ
ひ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼55年度の献血結果
　　　　　不適格
　　　　　者数
　　　AB型49人
　　　　77人　7％
採　　　11％　　　　A型

230人
33％

力
　
人
　
鉱
諦

協
　
6
　
型
1
6
2

血
数
6
9
　
B

献
者

0型

　177人

　26％

勧

血
　
者

93％647人
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次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

＊
母
フ
サ
エ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
押

木
秀
治
さ
ん
（
発
電
所
通
）
か
ら
五

万
円

＊
父
徳
太
郎
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
引

間
喜
作
さ
ん
（
坪
山
）
か
ら
五
万
円

＊
父
豊
七
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
高
橋

作
一
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
一
二
万
円

薪
、

覇
欝萎

■
灘
　
姪

ま

　
　
　
き
総
灘
響
翁
響
騨

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
量

　
　
大
会
の
結
果禾一　　　〆▲元気にスダト　橋H引左押寄　ぴ
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ロ
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新
一
年
生
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じ

　
　
さ
っ
そ
う
と
登
校
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い
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四
日
に
町
内
の
小
・
中
学
校
で
い
っ
せ
い
に
入
学
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
今
年
小
学
校
へ
入
学
し
た
児
童
は
、
男
子
六
十
一
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

人
、
女
子
九
十
一
人
の
合
わ
せ
て
百
五
十
二
人
で
す
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
「
学
校
で
一
番
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
勉
強
を
す
る
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
で
す
」
。
校
長
先
生
の
お
話
に
み
ん
な
が
緊
張
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し
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も
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橘小は男子10人￥女子25人と　どういうわけかかたよっています。
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◎個人
・一般男子（5K）①五十嵐隆26！33”

　②南雲直幸③高橋満
・高校男子（10K）①市川伸39！02”

　②生越鉄浩③佐野義孝
・高校女子（5K）①生越千代美28／

　59”　②大渕由美子③八島弥生
・中学男子（5K）①星名知彦27／IO”

②小林俊久③市川敦④南雲利広
⑤五十川智永⑥井口隆

・中学女子（3K）①中村麻子17！25”

②関口ゆかり　③櫃間しのぶ④田
　中旦子⑤高崎あかね⑥南雲三奈
・小学6年男子（3K）①高橋久也17！

04”　②清水道亘③平野治
・小学5年男子（3K）①清水一雄21’
09”②藤田雄一　③高橋良征

・小学4年男子（1K）①丸山勝11！32
　②丸山健　③丸山義信
・小学3年男子（1K）①山家文良11
　13”　②数藤光一③高橋英昭
・小学6年女子）2K）①南雲裕愛20
40”　②丸山美根③小林明美

・小学5年女子（2K）①小林登美子

22／05”②高橋範子③根津敏江
・小学4年女子（1K）①中村裕子13／

52”　②大海邦子③相崎英子
・小学3年女子（1K）①広田聡美15’
12”　②高橋身奈③田村容子

ムリレーは割愛させていただきます。
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「
伝
え
合
う
英
語
」
講
座

日
に
ち
が
決
定

囹
期
間
　
六
月
十
六
日
（
火
）
か
ら
七

月
三
十
日
（
木
）
ま
で
の
毎
週
火
曜

　
日
と
木
曜
日
の
夜
七
時
三
十
分
か
ら

九
時
ま
で

囹
場
所
　
川
西
高
校
視
聴
覚
教
室

囹
対
象
川
西
町
と
近
隣
市
町
村
に
住

ん
で
い
る
成
人

囹
人
数
五
十
人

囹
受
講
料
無
料

囹
講
義
内
容
　
英
語
学
習
法
の
案
内
、

基
礎
的
な
英
会
話
の
練
習
な
ど

囹
講
師
　
川
西
高
校
の
駒
形
、
小
林
、

西
沢
教
諭

囹
申
し
込
み
　
五
月
三
十
一
日
ま
で
に

　
川
西
高
校
英
語
科
西
沢
教
諭
（
8
八

－
三
三
八
六
）
へ

※
詳
し
い
資
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
な
方
は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。陰驚讐募集

◇練習日　日曜日　（毎週）

◇会場　体育館武道場・午前8時
　　　　30分から10時まで

　　　橘小学校体育館・午前10
　　　時から11時30分まで
申し込みは、体育館・沢口（魯8
－2167）か直接練習会場でどう
ぞ。
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子
宮
ガ
ン
の
初
期

「
症
状
な
し
」

　
　
　
　
　
の
人
が
半
数

　
子
宮
ガ
ン
は
、
頸
ガ
ン
と
体
ガ
ン

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
頸
ガ
ン
は

子
宮
の
入
り
口
に
、
体
ガ
ン
は
子
宮

の
奥
の
方
に
で
き
た
も
の
で
す
。

　
頸
ガ
ン
は
、
早
婚
の
人
、
妊
娠
回

数
の
多
い
人
、
性
病
に
か
か
っ
た
こ

と
の
あ
る
人
に
や
や
多
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
体
ガ
ン
は
、
頸
ガ
ン
の
十
分
の
一

　
　
　
　
と
数
も
少
な
く
、
ホ
ル
モ

蜘霧翻礪
ン
説
も
あ
り
ま
す
が
、
的

確
な
も
の
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
ど
ち
ら
の
ガ
ン
も
こ

れ
ら
の
事
実
が
な
い
か
ら

と
い
っ
て
、
安
心
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
病
気
の
進
行
は
、
ゼ
ロ

期
か
ら
第
一
期
の
始
ま
り

（
粘
膜
組
織
）
ま
で
を
早

期
ガ
ン
と
い
い
ま
す
。
こ

の
時
期
に
適
切
な
治
療
を

行
え
ば
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン

ト
治
り
ま
す
。
第
一
期
の

終
わ
り
で
八
○
パ
ー
セ
ン

ト
、
第
二
期
で
五
〇
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ゆ

セ
ン
ト
く
ら
い
の
治
癒
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
こ
の
ガ
ン
で
も
、
ガ

ン
が
あ
る
程
度

進
行
す
る
と
出

血
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
ガ
ン
組

織
は
健
康
な
組

織
と
違
い
、
も

ろ
く
こ
わ
れ
や

す
い
た
め
で
す
。

霧回検
回　

ρ

8月31日
9月↑日検診日

ま
た
月
経
が
長
び
い
た
感
じ
の
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
子
宮
や
膣
の

病
気
は
、
た
ん
な
る
タ
ダ
レ
や
イ
ボ

で
あ
っ
て
も
、
流
産
や
ホ
ル
モ
ン
の

異
常
で
あ
っ
て
も
、
主
な
症
状
は
出

血
と
お
り
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
る
か
ら
と
い

っ
て
、
す
ぐ
ガ
ン
に
結
び
つ
け
て
考

え
、
心
配
し
て
い
て
も
困
り
ま
す
の

で
、
少
し
で
も
ふ
だ
ん
と
変
わ
っ
た

症
状
が
出
た
ら
、
す
ぐ
検
査
を
受
け

て
安
心
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
く
初
期
の
ガ
ン
は
な
ん
の
症
状

も
あ
り
ま
せ
ん
。
集
団
検
診
で
発
見

さ
れ
る
早
期
ガ
ン
の
半
数
は
、
症
状

が
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
宮
ガ
ン
か
ら
身
を
守
る
に
は
、

一
年
に
一
回
は
必
ず
定
期
検
診
を
受

け
る
こ
と
で
す
。

　
子
宮
ガ
ン
は
、
早
期
に
処
置
す
れ

ば
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
治
り
ま
す
。

手
お
く
れ
に
な
る
の
は
、
は
ず
か
し

さ
か
ら
一
日
延
ば
し
に
延
ば
し
た
結

果
で
す
。
勇
気
を
だ
し
て
進
ん
で
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

犠
暑
‡

戸
籍
の
窓
か
ら

骸
駿
名
骸
葛
駿
骸
蓄
葛
笛

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

小
野
塚
崇

清
水
美
江

星
名
陽
子

橋
本
勝

源
藏
　
二
男
　
東
善
寺

節
雄
　
二
女
　
学
校
町

栄
一
長
女
沖
立

博
眞
　
長
男
永
久
公
舎

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

秦
野
　
ヨ
シ
　
　
仁
　
田
　
　
五
六

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
懸
辮
難

（
総
轡
鵯

上
新
井

埼
玉
県
か
ら

中
屋
敷

中
屋
敷
か
ら

3
格
幻
4
」
小
わ
に
レ

嚇田

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

◎
機
動
力
頼
る
深
雪
に
庭
木
邪
魔

　
雪
野
捲
く
二
重
に
三
重
に
吹
雪
く
る

　
朝
焼
の
空
の
明
る
さ
風
花
す

　
雪
片
の
ふ
り
く
ら
み
た
る
日
の
続
く

　
雪
積
み
し
雪
野
の
果
て
の
ま
ろ
や
か
に

　
雪
捨
て
の
ダ
ン
プ
激
し
く
道
往
来

（
羅

（
羅

（
羅

太
田
榮
　
　
中
島
町

星
名
　
恵
子
　
高
原
田
か
ら

貴
田
道
雄
伊
友

柳
　
　
厚
子
十
日
町
市
か
ら

高
橋
栄
助
寺
尾

高
橋
真
美
子
　
寺
　
尾
か
ら

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
　
…
・
－
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
仙
田
地
区
】

○
大
倉
・
中
條
与
之
助
、
○
大
白
倉
・

保
坂
　
晋
、
○
小
白
倉
・
田
中
好
美
（

四
月
二
十
日
か
ら
）

心
配
ご
と
相
談

・
4
月
1
5
日
：

・
4
月
22
日
・
・

●
5
月
6
日
．
．

・
5
月
1
3
日
・
・

…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

…
…
上
野
連
絡
所

．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
芹
子

◎
一
本
の
離
れ
伸
び
出
し
芽
水
仙

○
逞
し
き
も
の
芽
う
ぶ
毛
の
柔
か
し

雪
解
風
吹
き
な
ら
び
た
る
六
地
蔵

春
光
に
少
し
遠
出
と
思
い
つ
・

雪
折
れ
の
柳
の
枝
の
芽
吹
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

◎
も
の
・
芽
の
ほ
ぐ
る
・
頃
の
旅
に
あ
り

大
雪
間
よ
り
陽
炎
の
立
ち
は
じ
む

物
ゆ
で
る
雪
解
の
庭
に
釜
を
据
え

塞心より

遠
く
に
富
士
の
春
霞

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

ll3撒鞭雛櫨競轟姦
範3月の菊通事故発生件数詫
？轟　　　　　　　　 ．　？轟

難　　　累計融輔件　数0（1）2（5）鰭
幾傷者0（1）3（5）鞭
鷺死　者0（0）0（0）羅
舞聲い0（1）2（1畷
搬酒双おび2（1）4（4）‡§

鷺　o内は前年比較難
轄鴛轄受ン継辮灘羅こ鞭多照：

※
退
　
職
三
月
三
十
一
日
付

健
康
管
理
室
長
・
根
津
正
治
、
社
会
課

長
・
星
名
憲
一
二
、
総
務
課
参
事
・
克
雪

管
理
セ
ン
タ
ー
長
・
仙
田
出
張
所
長
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

登
坂
麦
平
、
千
手
診
療
所
副
参
事
兼
庶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

務
係
長
．
渡
辺
照
男
、
千
手
小
学
校
・

小
林
セ
キ

※
四
月
一
日
現
在
の
役
場
機
構
と
職
員

配
置
図
は
別
掲
に
し
ま
し
た
。

　
　
、
、
寄
、
．
．
．
、
蒙
．
巌
．
済
篁
罵
薫
懸
輔
妻
褒
・

新
佛
あ
り
ひ
ろ
び
ろ
と
道
を
踏
み

湧
水
の
ほ
と
り
黄
色
に
芽
立
つ
も
の

寄
宿
舎
の
窓
拭
き
去
り
し
卒
業
子

夕
日
背
に
白
き
八
海
か
す
み
た
る

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

苗
床
の
ま
わ
り
雪
消
ゆ
暖
か
さ

自
転
車
を
止
め
て
蓬
を
摘
ん
で
を
り

苗
床
に
寒
冷
紗
を
張
る
日
の
強
き

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
紅
葉

窓
よ
り
の
日
射
し
日
毎
に
暖
か
し

苗
床
の
覚
え
な
き
芽
の
数
多
あ
り

も
の
・
芽
の
ほ
ぐ
る
・
温
き
雨
と
な
る


